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　4年ぶりにボランティア活動助成を受けて活動す
る団体が一堂に集まり交流を行いました。冒頭に馬
場理事長より、「2023年は関東大震災から100年
の節目の年です。「生協の父」と呼ばれる賀川豊彦
先生は、震災発生直後に被災地に入り救援活動を
行っています。震災という非日常で生まれた活動が
時代によって変化しながら、現在へとつながってい
ます」とのご挨拶がありました。
　この交流会は助成団体を代表した「実行委員」が

多「、てけ向に者加参らか員委行実。すまいてし画企
くの団体と出会うだけの交流でなく、ゆっくりと時

間をかけてお互いの活動を理解し、活動へのヒント
を得て、その後も連絡を取り合えるような会にした
い」との思いが伝えられた後、交流が始まりました。
　今年度は、近くの地域で異分野の活動をしている
団体6～7人が1グループとなり交流を行いました。
　交流の進行は松尾やよい氏（夢こらぼ主宰）。自
己紹介に続き、団体どうしで「活動を続ける喜び」
を話し合い、活動への意欲を再確認しました。その
後、５つのテーマからグループごとに話し合いたい
内容を選び、情報交換や悩み相談、近況報告など
を行いました。

団体どうしの繫がりについて
団体活動のPR・広報について
メンバーを増やす工夫について
自分達が活動で大切にしてる事
その他 なんでも

5つのテーマ

次ページへ続きます

理事長より挨拶

お互いの活動を理解したい 但馬地域から初参加

初めて交流会に参加した団体は挙
手

もっとお話を
聞き取りたい

実行委員より企画に込めた思いをお話

笑顔で記念撮影

新たなつながりが
結ばれた瞬間

141 団体
163 人が
参加

141 団体
163 人が
参加

5月20日(土)14時～16時
神戸国際会館 9階大会場

日 程
会 場


